
　

３
月
11
日
か
ら
ま
も
な
く
５
カ
月
。
こ
の
間
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
、

美
術
界
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
震
災
と
向
き
合
い
復
興
へ
の
道
筋
を
模
索
し
て
き
た
。震
災
後
、

休
館
し
て
い
た
美
術
館
も
し
だ
い
に
開
館
し
、
か
つ
て
の
姿
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
が
、
節

電
要
請
や
そ
れ
に
よ
る
温
湿
度
管
理
な
ど
問
題
は
多
い
。
美
術
館
を
と
り
ま
く
現
状
と
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
、
被
災
地
で
あ
る
宮
城
県
仙
台
市
で
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

節電、温湿度問題――美術館の連携から〝復興〟を探る
　

５
月
に
秋
田
県
横
手
市
で

開
か
れ
た
全
国
美
術
館
会
議

（
全
美
、
会
長
＝
青
柳
正
規
・

国
立
西
洋
美
術
館
館
長
）
の

第
60
回
総
会
に
お
い
て
、
特

別
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
東
日
本
大

震
災
と
美
術
館
」
が
開
催
さ

れ
た
。
本
紙
６
月
11
日
号
で

も
既
報
の
と
お
り
、
被
災
地

域
の
美
術
館
員
を
中
心
に
被

災
状
況
の
報
告
が
な
さ
れ
た

が
、さ
ら
な
る
討
議
の
た
め
、

７
月
９
日
に
東
日
本
大
震
災

救
援
・
支
援
セ
ッ
シ
ョ
ン「
復

興
支
援
に
向
け
て
の
今
と
こ

れ
か
ら
」
が
開
か
れ
た
。
会

場
と
な
っ
た
宮
城
県
美
術
館

に
は
、
全
国
か
ら
約
30
名
の

美
術
館
関
係
者
が
集
ま
っ
た
。

　

文
化
庁
な
ど
に
よ
る
「
文

化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
」
へ

は
、
宮
城
県
美
術
館
を
は
じ

め
、
全
国
の
美
術
館
員
に
東

北
芸
術
工
科
大
学
、
東
北
大

学
の
学
生
ら
も
参
加
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。
現
状
で

は
参
加
者
の
旅
費
な
ど
は
自

己
負
担
。
労
災
適
用
な
ど
の

面
か
ら
も
、
所
属
す
る
美
術

館
か
ら
の
公
務
出
張
と
い
う

か
た
ち
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

る
。
し
か
し
、
被
災
作
品
は

応
急
処
置
に
と
ど
ま
ら
ず
、

修
復
も
必
要
と
な
る
た
め
に

長
期
化
は
必
至
。
問
題
と
な

る
の
は
活
動
資
金
で
あ
る
。

全
美
の
支
援
活
動
対
策
本
部

副
本
部
長
を
つ
と
め
る
山
梨

俊
夫
氏
（
国
立
国
際
美
術
館

館
長
）
は
、
全
美
・
文
化
庁

の
主
催
で「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・

ア
ー
ト
展
」（
会
場
＝
東
京
美

術
倶
楽
部
）
を
10
月
５
日
か

ら
９
日
に
予
定
し
て
い
る
と

発
表
。
収
益
は
レ
ス
キ
ュ
ー

事
業
、
被
災
地
館
へ
の
支
援

に
あ
て
る
と
い
う
。
関
係
者

の
中
に
は
、
補
正
予
算
に
よ

る
国
か
ら
の
支
援
に
も
期
待

は
高
い
。

　

節
電
の
問
題
は
よ
り
深
刻

だ
。「
大
口
需
要
者
」（
契
約

電
力
５
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以

上
）
に
あ
た
る
美
術
館
も
多

く
、
昨
年
比
消
費
電
力
15
％

削
減
は
懸
案
事
項
。
節
電
の

た
め
に
館
内
温
度
を
上
げ
れ

ば
、
虫
や
カ
ビ
が
発
生
し
や

す
く
な
り
、
作
品
の
保
管
面

か
ら
難
し
い
。
間
欠
運
転
の

効
果
に
つ
い
て
も
話
し
あ
わ

れ
た
が
、
電
源
の
入
り
切
り

導
入
で
約
60
％
の
省
エ
ネ
に

つ
な
が
っ
た
と
報
告
。
高
額

と
な
る
初
期
費
用
が
問
題
と

な
る
た
め
、「
節
電
対
策
と

し
て
全
美
か
ら
文
化
庁
や
国

に
対
し
て
補
助
金
の
要
望
を

お
願
い
し
た
い
」（
福
島
県

立
美
術
館
・
伊
藤
匡
学
芸
課

長
）
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。

　

共
通
意
見
は
、
15
％
削
減

は
非
常
に
難
し
い
と
い
う
点

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
展
覧

会
の
開
催
自
体
を「
犠
牲
」に

し
て
よ
い
か
ど
う
か
意
見
が

割
れ
た
。
伊
藤
匡
氏
は
震
災

か
ら
再
開
後
、
多
く
の
来
館

者
が
あ
っ
た
こ
と
に
触
れ
、

「
美
術
館
は
ま
ず
開
い
て
い

く
、
開
こ
う
と
思
え
ば
で
き

る
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
重

要
」
と
そ
の
役
割
を
強
調
。

今
年
度
の
企
画
展
予
算
が
無

く
な
っ
た
岩
手
県
立
美
術
館

の
原
田
光
館
長
は
、
県
民
へ

の
「
負
い
目
」
と
し
て
感
じ

て
い
る
と
言
い
、
美
術
家
が

育
つ
た
め
の
環
境
と
し
て
、

展
覧
会
を
開
い
て
い
く
努
力

を
す
る
と
語
る
。

　

館
同
士
が
連
携
す
る
必
要

性
で
は
意
見
が
一
致
す
る

が
、あ
る
被
災
館
か
ら
は「
支

援
」
と
い
う
名
の
も
と
に

様
々
な
展
覧
会
企
画
が
持
ち

か
け
ら
れ
る
こ
と
へ
の
苦
慮

も
明
か
さ
れ
た
。
全
美
は
全

国
の
約
３
６
０
館
が
加
盟
す

る
任
意
団
体
。
各
館
の
異
な

る
事
情
を
集
約
し
、
全
美
と

し
て
ど
の
よ
う
に
前
進
し
て

い
く
か
、
討
議
を
続
け
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。

募金活動などについて説明する山梨俊夫
氏（左）と兵庫県立美術館の河﨑晃一氏

に
よ
り
、
逆
に
電
力
が

上
が
っ
た
と
い
う
実
例

も
紹
介
さ
れ
た
。

　

有
効
な
手
段
と
し
て

検
討
さ
れ
た
の
が
照
明

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
。
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
電
工
汐
留
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
の
中
條
宗
徳

氏
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の

セッション「復興支援に向けての今とこれから」レポート
７月９日・宮城県美術館

全国美術館
会議主催


